説教要旨「喜ばしい贈り物」
聖書：フィリピ４章１５―２0
15 フィリピの人たち、あなたがたも知っているとおり、わたしが福音の宣教の初めにマケドニア州を出たとき、もののやり取りでわたしの働きに参加した教会はあなたがたのほかに一つもありませんでした。

16 また、テサロニケにいたときにも、あなたがたはわたしの窮乏を救おうとして、何度も物を送ってくれました。

17 贈り物を当てにして言うわけではありません。むしろ、あなたがたの益となる豊かな実を望んでいるのです。

18 わたしはあらゆるものを受けており、豊かになっています。そちらからの贈り物をエパフロディトから受け取って満ち足りています。それは香ばしい香りであり、神が喜んで受けてくださるいけにえです。

19 わたしの神は、御自分の栄光の富に応じて、キリスト・イエスによって、あなたがたに必要なものをすべて満たしてくださいます。

20 わたしたちの父である神に、栄光が世々限りなくありますように、アーメン。

　フィリピ教会からの贈り物はすでに何度かパウロのところに送られていました。その最初は、パウロがフィリピ教会を建てた直後でした。パウロがマケドニア州を出たときから（１５節）、贈り物＝献金をささげていました。パウロはそのあと、アカイヤ州に入るのですが、そこにはアテネやコリントが含まれています。
２コリント１１：９では、「あなた方の下で生活に不自由をしたとき、誰にも負担をかけませんでした。マケドニア州からきた兄弟たちがわたしの必要をみたしてくれたからです」と記されています。このマケドニア州の兄弟たちとはフィリピ教会の会員をさしていることは確実です。テサロニケでは、窮乏の中にあったパウロをフィリピ教会は何度か援助をしています〔１６節〕。
１テサロニケ２：９では「兄弟たち、わたしたちの労苦と骨折りを覚えているでしょう。わたしたちは誰にも負担をかけまいとして、夜も昼も働きながら神の福音をあなた方にのべ伝えたのでした。」とありますが、パウロは困難な中でテサロニケ伝道を実行したのでした。そのとき、フィリピ教会はパウロに贈り物を届けたのでした（２テサロニケ３：８も参照）。
コリントではパウロはテント職人として働きながら伝道をしています〔使徒１８：３〕。他の場所でも同様であったと思われます。ですから、パウロにとって、フィリピ教会からの援助は大いに助けとなったと思います。フィリピ教会はまだできたばかりの教会で、多額の献金ではなかったと思いますが、それでもパウロは大きな喜びを感じたのでした。
　他の教会はフィリピ教会のようではありませんでした。何故フィリピ教会は率先してこのようにパウロを支えようとしたのか、その理由については私たちは何も情報を得ていません。しかし、推測するに、パウロはフィリピ教会の最初のときから献金について教えていたからだろうと思います。

　献金の教えほど難しいものはありません。しばしば献金のことで教会員が躓く例を見てきました。宗教団体が多額のお金を集めて問題になったニュースには事欠きません。宗教団体の本部に巨大な建築物が建てられているのをよく見ます。

　献金は、献身のしるしとか、信仰のはかりだと言われます。そうすると、献金の多寡で信仰の深さを測ることになってしまうという場合が起こります。たくさんの献金をしている人が信仰の熱心を有しており、少ないと信仰が足りないとされるのです。そのようにほかの人が見るので無理をして献金をせざるを得ない、そういうことで躓くということがあるのです。残念ながらキリスト教会でも起こることです。献金を多くする人が信心深いとみなされ、教会で重んじられ、反対に献金しない、あるいはできない人が軽んじられると言うことが起きます。

　献金について教えることは恵みの機会を提供することでもあります。自分は献金の勧めをしたことがないと自慢をする人もいますが、献金の恵みの特質をよく知っている人ならそんなことは言いません。教会に来ると献金の話ばかりというクレームもありますが、確かに献金の少ないことをただ憂えたり、あるいはそのことで教会員を批判したりすること避けなければなりません。しかしまた、献金の恵みを語らないことも大きな間違いだと思います。

　それではパウロはいったいどういう勧めをしたのだろうかと思います。フィリピの信徒への手紙において、彼は大切なことを教えています。パウロは決して献金を無理強いしていません。あるいは、献金をしないとだめだというような調子で献金について語るというようなこともしていません。パウロにとって献金は神の恵みを受ける機会という点で一貫しています。
　まず、パウロは、贈り物がパウロの働きに参加することだと語っています〔１５節〕。この参加は単なる参与ではありません。その場にともにいて汗を流す、というような意味合いがあります。　　
フィリピ教会からアカイヤ州の伝道活動のために誰かが派遣された可能性はあります。あのルカ福音書の著者であるルカはこのフィリピの出身者であったという説もあります。しかし、フィリピ教会は人をやってパウロとともにその働きを行ったのではありません。今、パウロはローマにいます。ローマとフィリピとではかなり距離が離れています。簡単に行き来できるものではありません。パウロはそれにもかかわらずフィリピ教会は彼の働きに参加していると言います。
１４節で、パウロは「あなたがたは、よくわたしと苦しみを共にしてくれました」と言いましたが、パウロとともに現実のどういう苦労をしたのか明確ではありません。しかし、パウロにとってフィリピ教会はかつても今も共に働き、ともに労苦する教会なのです。

　献金はそのようにその場所に居合わせなくても共同の事業に参加する神のみ業であるといっても過言ではありません。私たちは地球の反対側の伝道活動に直接参加でいるのではありません。アフリカのガンビアの川島宣教師と共にそこで働けるのではありません。しかし、献金によってその働きに参加できるのです。しかも、形の上では間接的ではありますが、祈りと信仰を持って献金するならば、その働き人の傍らで共同の業に参加できるのです。それが献金の恵みです。お金はお金。それ自体は流通する貨幣に過ぎません。けれども、ただのお金ではなく、大きな伝道事業に参加することになるのです。

　それから、パウロは、１７節で、あなたがたの益となる豊かな実を望むと言います。その前に「贈り物を当てにしているのではない」と言いました。確かにパウロはフィリピ教会からのささげものによってローマでの窮乏状態から助けられました。エパフロディトが獄中にあるパウロにフィリピ教会からの贈り物を届けました（１８節）。それは十分なものであったとパウロは言います。パウロは助けられました。ただ、パウロはそれだけではないと言います。

　フィリピ教会にとってそれは益であると言われています。フィリピ教会がどのような益を受けることになったのか。直接的にはパウロの働きと関わります。パウロはローマではキリスト教が不合法な宗教団体ではないということをローマの裁判人に明らかにしようとしています。あるいは、ローマ皇帝にそれを訴えようとしていたとも考えられます。パウロの働きはそれだけでもフィリピ教会にとっては益になることでした。他にも考えられます。何よりも福音宣教の進展で神の国が進展します。神の働きにフィリピ教会が関わることができるのはそれが何よりも益だといえるでしょう。

　実は、この箇所でパウロはビジネス用語を使用しています。あなたがたの「益」はあなたがたの勘定の増加を意味しています。また、１８節の「満ち足りている」は、十分な支払いを受けること、つまり勘定が計算し終わるという意味です。何故、パウロは商人が用いることばを使ったのか。パウロ自身商人の子供であったからかもしれません。商売がうまくいくことほど商人にとって喜ばしいことはありません。フィリピ教会とのやり取りは決して商売ではありません。それは純然たる信仰的行為です。ただ、パウロにとってそこでは大きな利益が生まれるのだと言おうとしているのだと思います。単なるもののやり取りではありません。金銭のやり取りでも大きな利益が生まれます。それが商売です。ものが流通するだけで、何倍という利益が生まれることをパウロはよく知っていたのかもしれません。特に古代では遠隔地からの貿易で一攫千金の利潤が生まれることも多かったのです。

　フィリピ教会がしている贈り物はそのような豊かな利潤をもたらすのだとパウロは教えています。それはかけがえのない利潤です。

　パウロはフィリピ教会の贈り物は、香ばしい香り、神が喜んで受けてくださるいけにえだと言います。背後にあるのは出エジプト記２９章のいけにえの記事です。２９：１８には大祭司が任職されるとき、雄羊がささげられることになっていました。その雄羊はほふられ、そのすべてが焼き尽くされなければなりませんでした。大祭司はこの羊に手を置きます。そのことによって、大祭司の罪は雄羊に移され、その羊が犠牲となって大祭司は聖なる働きをすることができるのです。つまり、この雄羊は大祭司の身代わりなのです。羊は焼き尽くされ、その煙は上昇していきます。神は別に鼻を持っていたり、嗅覚があるわけではありませんが、あたかもそのように立ち上る犠牲の香りを受け入れ、罪を許されるのです。このように、ささげものは神にとって全焼のいけにえのごとく喜ばれるのだとパウロは言います。罪の赦しの恵みほど偉大なものはありません。むろん、献金そのものが罪の許しになるのではありません。それは誤解です。だから、たくさん献金しなければ罪は許されないなどということは決してありません。罪の許しはただ信仰によって受けられる、神が与えてくださる幸いです。

　信仰を持って献金するとき、その信仰が罪を許すのです。

　パウロは最後に「わたしの神」という表現を使っています。一人称で、神をそのようにいうことにパウロの深い思いが入っているといえるでしょう。あの神が、他でもないわたしが信じている神が、あなたがたの必要を満たす。必ず、そうなるのだとパウロは断定的に言わんとしています。フィリピ教会の善意は単なる好意で済まされることはない、神はきっと報いてくださる。献金は神との何か取引のように思われてはなりません。献金の多寡で恵みが大になり小になるようなことはありません。それは、神のなさる業です。しかし、何の期待もしないということは信仰的判断とはいえません。(おわり)
